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活着期追肥の施用時期
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1　ま　え　が　さ

稚苗移植の生育相は，威苗移植と異り，初期の窒素吸収

：嗣ミ少なく．生育の一時停滞がみられる3）。

そこで．推苗移植で安定した生産を目指す場合，初期の

窒素吸収を旺盛にし，初期生育を促進することが重要であ

る。技術的には，根圏近くに高弟皮の窒素条件を作り．一

方では，その窒素が生育中朋に持ちこさないような施肥法

が望まれ，実証試験の結果から活着斯追肥として確立され

たが，更に効率的に行うため重窒素トレーサ法により施用

時期の検討を行った。

2　試　験　方　法

（1）試験年次及び場所：1981～1982年．山形農試匿

賜分場（細粒強グライ土）

（2）試験区の構成：表1のとおりである。

表1　試験区の構成（2反む）

区　　名　　　　施用時期　　　　施肥量

7－　0．2　　　移硫後　7日　　　　0．2毎／a

7　－　0．4　　　　　　　　7日　　　　　0．4　′′

14　－　0．2　　　　　　　14日　　　　　0．2　〝

14　－　0．4　　　　　　　14日　　　　　0．4　〝

注．1981年は0．2毎／a系列のみ実施

（3）栽培法：作況試験（ササニシキ）の一部に，追肥

当日30×60mの無底木枠を埋設し，所定星の重窒素硫安

（9．631SNel¢eSS％）を施用した。移植時掛は1981．1982

年とも5月15日である。

（4）分析法：15N存在比は，Kjeldahl分解掛こついて．

発光法l）によって求めた。

3　試験結果及び考嚢

両年次の生育初期の気象条件は，1981年は．移植後の天

候が不順で，活石が悪かったのに対し，1982年は高温多照

下で，活着も良く初期生育は順調であった。

図1には，乾物重と和仏N％の推移を示した。これによ

ると，6月20日の乾物重は両年次の気象条件を反映して，

－53－

1982年で高いが，6月30日では判然としなかった。

処理別にみると．年次．時期にかかわらず移植後7日目

地川より，14日目施用で明らかに乾物重が高かった。

稲体N％では，ほほ有効茎の決定期にあたる6月20日こ

ろまでは，1981．1982年とも14【］目施用で高く推移して

いるが．それ以降は，逆転するようである。
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図1　乾物重，稲体N％の推移
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表2には追肥Nの吸収舅と利用率を示したが．追肥Nの

吸収は，経時的に増加し，本試験の範囲では，吸収呈議の巌

大値は把握出釆なかったが，表4の追肥Nの残存量から判

断すると，1981年は6月30日，1982年は7月10日ころが

最大値であったものと推定される。追肥Nの利用率は，施

用童，年次による差は極めて小さいが，施用時期による影

響が大きい。すなわち，移植後7日目施用10．1～12．0％．

14日日施用14．0～15．4％と14日日施用で高かった。この

利用率は基肥N利用率2）のほほ姥程度である。

表3の時期別稲体N吸収Uに占める追肥Nの割合は，経
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時的に低下し，6月30日～7月10日の間では移植後14日日

に0．4毎／8施用した区で10％と若干高いが．他の区では4

～6％と低いこと．また，この時期には追肥Nの残存量が

極めて少ないこと（表4）から，追肥鼻が0．2毎／8程度で

あれは，移植後7日，14日日施用にかかわらず，追肥Nが

生育中期まで残存し，水稲生育を乱すとは考えられない。

轟2　追肥Nの吸収量

6／10　　／20　　／30　　　7／10

1981年　　　　　呼／枠
7－0．2　12（3．4）31（8．7）　43（12．0）

14－0．2　12（3．4）29（8．1）51（14．0）

1982年
7－0．2

7－0．4

14－0．2

14－0．4

22（6．2）28（7．7）42（11．7）

54（7．4）57（7．9）73（10．1）

29（8．1）40（11．0）50（14．0）

55（7．6）73（10．2）111（15．4）

注．（）：追肥Nの利用率（％）を示す。

表3　追肥Nの吸収割合　　　　　　（1982）

～6／20　　　6／20～30　　6／30～7／10

7－0．2　　　11％

7－0．4　　　　17

14－0．2　　　　10

14－0．4　　　　19
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衰4　追肥Nの残存量
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注．土壌採取部位：0～SCn

図2には，積算気温と追肥N吸収量との関係を示したが，

移植後7日日施用は，14日目施用よりも相関係数が低い。こ

れは，図3から明らかなように．移植後7日目では，追肥

時の根量が著しく少なく，したがって，この時期に追肥し

ても．稲の方で追肥Nを吸収する条件が整ってなく．積算

気温との関係が．14日日施用よりも低くなるものと考えら

れる。

このように，乾物垂，稲体N％，追肥Nの利用率は追肥

時の根系の発達程度に左右され，移植後7日目と14日日施

用との比較では，明らかに，14日目施用で効果的である。

以上の結果から．現実的な活着期追肥の施用時期として，

移植後7日以降14日以内で，頼長がはば5～6mになった

時点である。（1981年の追肥時におけろ根系の発達は1982

年とはは同一であった。）
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図2　積算気温と追肥N吸収量
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図3　追肥時の棍系（1982）
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